
２０１７年２月１９日 主日礼拝    
 

司  会        ①浅井兄    ②藤樫兄    ③土屋英兄 

奏  楽 

祈  祷                                             ①石橋兄    ②多田兄 

 

                                       賛  美  聖歌５２１番「キリストにはかえられません」（木村竜一兄愛唱歌） 

          （愛と賛美み父に捧げ：Ｇｌｏｒｉｆｙ Ｔｈｙ ｎａｍｅ） 

   主の祈り 

    

聖  書    ①②ガラテヤ人への手紙５章１６～２６節  （Ｐ２９９） 
                     ③               ヘブル人への手紙１１章１３～１６節  （Ｐ３５５） 
                                                                                                                                             

音  楽                                                  ①               北島美佐子姉（伴奏：白鳥直美姉） 

          ②③聖歌隊＆アンサンブル 

証  詞                        ①               朴賛淑姉（ルツ会） 

        ②  衞藤喜代姉（ドルカス会） 

      

メッセージ   ①②「平安という贈り物・シリーズ３」    倉知契副牧師            

                                               ③            「希望・切望・熱望・渇望」                                          大川従道牧師 

 

賛  美                    「主が私の手を」  （聖歌６５１番・献金） 
頌  栄  「シャローム・シャローム」  アーメン 

                                                                    祝   祷                         

 

【大和ニュース】  

・ 受洗おめでとうございます。①鈴木兄（バルナバ会）。 

・ 本日、入門講座Ⅲ、送迎駐車場奉仕会、Ｊ．Ｐｌｕｓ、ＳＳ教師会、役員会(１３：３０)。 

☆来週はスペシャルゲスト！バイオリニスト倉冨亮太氏、ピアニスト山中惇史氏。 

               第２と第３と１時半からのコンサート（無料）・お誘い合せ下さい。 

 *東京カルバリーは、来週５時。ハイアットホテル地下ホール「桃山」にて。 

                             特賛は倉冨氏と山中氏コンビ。 説教は大川牧師『生まれさせられた存在の神秘』 

 

・                                 今週も祈祷会は大切！①水曜夜７時半 ②木曜朝１０時半は菅原副牧師。 

③金曜夜９時は、大野メディア主事。 

☆東京カルバリーの３月２６日には、「異邦人」の久保田早紀さんが来られます。 
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石の枕  
  

 「主はわたしの魂をいきかえらせ、み名のためにわたしを正しい道に導かれ 

る。たといわたしは死の陰の谷を歩むとも、わざわいを恐れません。あなたが 

わたしと共におられるからです。」 ご存知、世界中のクリスチャンが愛唱して 

いる詩篇２３篇の３節４節です。新共同訳では６節の後半を、「主の家にわた 

しは帰り、生涯、そこにとどまるであろう」とある。 

 

 私たちの敬愛する木村睦美さんのご主人「竜一」さんが、主のみもとに召さ 

れました。先週の木曜日午後、泉チャペルにて「告別式」を家族葬としてなさ 

れましたことをご報告いたします。 

 病名は「脊髄小脳変性症」とのことですが、闘病生活は長く、文字通り病 

との闘いでした。私たちも毎日一生懸命に祈り、回復されることを願い続けま 

したが、主の特別なご計画の中で召天されました。長い間の看病で睦美さんは 

大変だったと思いますが、主の守りと恵みによって、ご主人の分までお元気で 

生活できるように続けてお祈り下さい。５３才の若き信仰者でした。 

 「主が与え、主が取られたのだ。主のみ名はほむべきかな」（ヨブ記１の２１） 

 牧師としては、毎日の祈りは欠かしませんでしたが、魂の牧者としては不十 

分で、その愛の足りなさに、打ちのめされています。主の前に、またご夫妻の 

前にひれ伏して祈り、赦しを乞います。主が天より慰め、励まして下さるよう 

に心から祈り続けます。 

 ただ、神のみ言葉をとりつぐ「み言葉の役者」としては、ここ数ヶ月に語ら 

せられた「栄化（Ｇｌｏｒｉｆｙ）」については、身を削っての説教でした。この世 

の中におけるどんな苦しみも、どんな悲しみも、病気も、貧しさも、不条理も 

私たちの寿命が長くても短くても、「なぜ」「どうして」の問いが、どんな 

に大きくても、やがて、天国において、栄光の体に化せられるという聖書理解 

以上にすばらしい福音はないことを、心と知性でしっかりと受けとめたいと思 

います。ヨブのように（ヨブ記１の２２）、けして、神に向かって愚かなこと 

を言わず、「主の良くして下さったことを何ひとつ忘れない」（詩篇１０３の２） 

人生でありたいと思います。 

 

 

宿題（祝大） 今週もむさぼるように聖書を読みましょう！ 

Aコース：マルコ３章～６章  Ｂコース：民数記１章～１５章 


